
  

別記様式 

会   議   録 

会議の名称 第４回 鴻巣市立小・中学校統合準備委員会 

開 催 日 令和７年３月５日（水） 

開催時間  開会 18 時 30 分   閉会 19 時 30 分 

開催場所 吹上生涯学習センター 研修室 

議長（委員長・会長） 

氏     名 
副会長 棚澤大輔 

出席者（委員）

氏  名 

（出席者数） 

棚澤大輔（副会長）、福山功、𠮷野徳子、小林久恵、中野志穂 

髙山美奈子、小川美加、小林洋一、兼杉享介、原口登 

友永幸子、新井直子、石田恵子（13 名） 

欠席者（委員） 

氏  名 

（欠席者数）  

清水励、木村真輔、江藤大輔、庄田薫、矢部奈美、須田佑季子、

大野里恵、坂本日出男（８名） 

事務局職員 

職 氏 名  

教育総務課長       松 本 直 樹 

教育総務課主査      新 井 洋 平 

教育総務課主任      堀   智  紀 

会 

議 

次 

第 

１ 開  会 

２ あいさつ 

３ 議  題  閉校式典について 

４ そ の 他 

５ 閉  会 

配 

布 

資 

料 

資料１ タイムスケジュール及び役割分担 

資料２ 会場配置図 

資料３ 記念撮影配置図 

会 

議 

の 

内 

容 

決定事項 

（閉校式典について） 

・式典当日の受付業務について、小谷小学校 PTA 選出の委員 4 名が担当する

こととする。 

・統合準備委員の集合時間は基本的には 9 時 30 分だが、受付担当は 9 時 15

分集合とする。 

・式典終了後の記念撮影の際のパネル「ありがとう小谷小学校」を持つ担当



  

は 10 名必要であるため、教育委員会から 5 名が担当し、残りの 5 名は PTA

選出委員が担当することとする。 

・記念誌の贈呈について、統合準備委員会副会長の棚澤校長から、自治会長

の代表として、原口委員が受け取ることとする。 

・バルーンリリースの際の動線について、在校生と 6 年生（卒業生）は、体

育館から昇降口を通って、校庭に出ることとする。 

・記念撮影した写真について、子どもたちには 4 月以降に学校を通じて渡す。

その他の希望者にも届けられるよう担当課と調整することとする。 

・式典は平服での参加とする。 

※以下、式典の際の座席の確認 

・資料 2 会場配置図の修正 2 列目「平賀」⇒「杉山」 

・堂下教諭は司会のため、座席から抜く。 

・式典終了後、記念撮影を行うため、統合準備委員が中心となり、椅子を移

動させる。 

（その他、質問や意見） 

・閉校記念碑について３月 25 日までに設置するよう取り組んでいる。 

・校庭の利用について、これまでの学校開放事業と同様に利用できるよう取

り組んでいる。 

・駐車場の工事の時期はまだ決まっていない。健診等により駐車場を利用す

ることとなるが、路上駐車が出るほどの混雑は想定していない。 

 ⇒駐車場や入り口付近での混雑がないように、一方通行とするなど、十分

な検討をしてほしい。 

 ⇒通常時は教育支援センター、事業の際は、事務局が旧小谷小学校にいる

ことになる。問い合わせ先は今後、周知する。 

・スクールバスの運行について、積雪や学級閉鎖の場合などの対応は徒歩の

時と同様となる。必ず連絡があり、学校に迎えに来てもらうこととなる。 

・小谷小学校給食室の取り扱いについて、現在の教育支援センターでは給食

室がないため、今後の利用方法については決まっていない。 

⇒こども応援課から多目的室の利用については許可をもらっている。給食

室についても活用していきたい。 

・赤見台第二小学校への通学路について、通学路は毎年同じものではない。

最終的な決定は、その時の通学班で決めることとなり、変わらない通学路

は多いが、変更がある場合には、詳細は年度末になることが多い。 

・スクールバスについて、座席に余裕はあるのか。 

⇒27 人×2 台＝54 人乗車可能なところ、現在は 39 人の児童が乗車する予

定。現在の運行は、乗降場所が「日枝神社」と「小谷学童」に分かれて、1



  

台ずつ運行するが、人数によっては、1 台は小谷学童のみで、もう 1 台は日

枝神社に寄ってから、小谷学童に向かうことも可能であるため、座席数は

心配ない。 

・箕田小学校へ向かう通学路で、カフェアドマーニ前の道路整備及び用水路

沿いの道路を横断する横断歩道の整備が完了した。今は、交通指導員の配

置について、関係部署に依頼中。 

・吹上秋桜高校からの要望もあり、校門前の道路に、街灯を整備した。 

・小谷小学校前にも街灯の整備をお願いしたい。 

 ⇒具体的な設置個所については、後日伺いたい。 

・交通指導員の方々には引き続き継続してもらえると聞いている。 

 新たな通学路に合わせて微調整を行う。 

  

 

 


